
姿川広域基幹河川改修事業 栃木県宇都宮市

平成１０年８月豪雨による水位の上昇に対し、未改修区間のJR日光線姿川橋梁が、ボトル
ネックとなり、堤内地へ溢水し浸水被害が発生した。そこで、鉄道橋架替及び一連区間の築堤
等の河川改修を実施したことにより、台風６号出水においては、平成１０年より高水位になっ
たにもかかわらず、浸水被害はなく、事業効果の着実な発現が図られた。
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平成14年7月の台風6号の出水では
平成10年８月の出水を上回る水位に！

平成14年台風6号出水状況
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堤防からの越水もなく
安全に流下

旧ＪＲ日光線姿川橋梁

平成10年8月出水状況
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